
【伏木港の歩み】 
 

明治４１年      北陸人造肥料      より多くの米が収穫できるようにするため、 

地主らが資金を出し、県の補助と合わせて設立。 

          大日本人造肥料 

 

          日産化学工業 

         

 

「富山は電気が安い！」定説の誕生 

 

 

宮林立作 「新湊に鉄道を敷きたい！」・・・・・・→→中越鉄道 「荷物を増やさないと採算が取れない」 

(新湊町長)  

     工場の必要性 

宮 林 立 作 

（ 新 湊 町 長 ） 

 

『荷物を増やす

ため工場を誘致

したい』 

    金 岡 又 左 衛 門 

（ 富山電気(株) ） 

 

『電気の生産力を

高めるため工場

を誘致したい』 

   白 石 元 治 郎 

（浅野総一郎娘婿） 

 

『製鉄工場を建設

したいが京浜では

電気料金が高い』 

 

 

          

目
標
が
合
致 

           それぞれの利害が一致 

       大正 6年（1917年）、電気料金を安く、20年間値上げをしない約束で工場誘致に成功 

 

                      電気製鉄（株） 

                                

                  日本鋼管富山電気製鉄所 

 


